
     第 30回鎌倉市民ゴルフ大会規則および注意事項  

 

市民ゴルフ大会に参加いただきありがとうございます。今回の参加者は 180

名となり、トップスタ－トから最終スタ－トまで 2時間半かかります。 

前の組と遅れを取らないようにご協力お願い申し上げます。 

乗用カ－トですがキャディさんは付きませんので、同伴者と協力して進行に

注意し又クラブの置き忘れないようにして下さい。横浜カントリ－東コ－ス

を使用致します。 

カ－トを運転される方は前方注意して下さい。人には反応しませんので 

又バック作動はできません、カ－ト道路のみ走行です。 

 水分補給は各ホ－ル毎に行いましょう。出来る限り自分の水筒をお持ち 

 下さい。２階レストランで氷の用意もしてあります。 

 

倶楽部からのお願い（注意を受けた場合入場禁止になる場合もあります） 

 夏でもドレスコードを重視しています。男女問わず上のシャツを必ず 

 ズボン又はスカ－トの中に入れる事・スニーカー及びサンダル入場禁止 

 帽子・クラブハウス内は脱帽厳守 ゴルフシュ－ズ履き替えはロッカ－で。 

 雨具等はクラブハウス内に着たまま入る事禁止 

 レストラン内及びコ－ス内での携帯電話禁止です。 

 タバコ・電子タバコ含む指定場所（灰皿あり）以外は全面禁煙です。 

 精算は混雑しますので早めに会計を済ませ、自分のゴルフバックを早めに 

 車に積み込みましょう。帰り時間集中混乱さける為 

「ルール及びラウンド注意事項」 

① ティ－・マ－クは赤（ゴ－ルド）白・青を用意してあります。自分及び 

同伴者で実力に応じたティ－の使用を決めて下さい。（途中変更不可） 

 

② ２０１９年規則を適応致します。「ＪＧＡル－ル説明配布」又今回は最大打

数の設定をします。ＰＡＲの倍数で打切り ＰＡＲ3は 6 ＰＡＲ4は 8 Ｐ

ＡＲ5は 10打で終了 終了打数でボ－ルをピックアップして下さい。 

（それ以上打った場合は失格）スコアカードには最大数を入れる事 

 ゴルフ規則 21・2 

 

③ ボ－ルの捜す時間は３分です。紛失球及びＯＢの場合は紛失されたと思われ

る場所のジェネラルエリア（注意：ラフ、フェア－ウエ－）にドロップして 

２打足してプレ－して下さい。戻って打つ事の禁止。 

                             うらへ 



 

④ ジェネラルエリア（ラフ・フェア－ウエ－）から６インチ動かす事が 

できます。又グリ－ン上ホールと球がＯＮＥグリップ以内はＯＫあり（但し

長尺グリップは適応外）進行は早める プレ－ファスト。 

 

⑤ バンカ－内で球が脱出困難な場合出来る限り新ル－ルを使って下さい。 

「ＪＧＡル－ル説明をお読みください」 

⑥ プレ－終了後 各自自分のスコア－を配布された記入用紙に氏名・年齢・ 

同伴競技者のサインを入れて各自で投函箱に入れて下さい。 

 

ニアピン賞を行います。（午前中のみ） 

 ＯＵＴ組 2 番ホ－ル ・6番ホ－ル  

  ＩＮ組 12番ホ－ル・１５番ホ－ル  

最終組の方はニアピンの旗の回収をお願い致します。 

 

注意 当日雨の場合はプリファ－ドライを適用（ 泥が球についている場合又

はぬかるんだ場所）状態のいい場所にプレイスする事ができる。 

競技方法は新ペリア方式で行う。（ハンディ－無制限） 

前の組との間隔をあけないように注意して下さい。 

７０歳以上（当日達成者）は利用税免除があります。必ず受付時に証明の提示 

をお願いします。朝登録時に行わないと無効になるので注意して下さい。 

表彰式を全員プレ－終了後レストランで行います。最終組がプレ－終了時に 

行います。予定は午後４時頃 なお、表彰式に出席されない場合, 賞品は 

無効となり、代理人も認めません。今回は３０周年記念大会ですので、是非の 

ご出席をお願い致します。「軽食と飲み物を用意してあります」 

早めにプレ－終了の方には別部屋を用意してあります。飲食は個人負担で 

お願い申し上げます。車で来られた方は禁酒重視でお願い致します。 
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